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和 ⽂ 要 旨  
【 ⽬ 的 】 前 ⽅ 循 環 の 急 性 閉 塞 例 に お い て 、 B a s i -  P a r a l l e l  
a n a t o m i c a l  s c a n n i n g ( 以 下 B P A S ) - M R I と し て 知 ら れ る T 2 強
調 画 像 3 D シ ー ク エ ン ス 法 に よ る 撮 像 に よ っ て 、 ⾎ 栓 回 収 療
法 前 に 閉 塞 し た 中 ⼤ 脳 動 脈 の ⾛ ⾏ が 予 測 可 能 か ど う か を 検 討
し た 。【 対 象 と ⽅ 法 】 対 象 は 2 0 1 8 年 5 ⽉ か ら 2 0 1 9 年 1 0 ⽉ ま
で 当 院 で 急 性 内 頚 動 脈 ま た は 中 ⼤ 脳 動 脈 閉 塞 症 に 対 し て 急 性
期 ⾎ 栓 回 収 療 法 前 に M A S （ M C A  A n a t o m i c a l  s c a n n i n g ） - M R I
を 撮 像 し た 1 3 症 例 と し た 。 術 後 の ⾎ 管 造 影 で 内 頸 動 脈 （ 以 下
I C A ） C 1 か ら 中 ⼤ 脳 動 脈 ( 以 下 M C A ) M 1 部 の 再 開 通 に よ っ て
そ の ⾛ ⾏ が 確 認 で き た 症 例 に お い て は 、 術 後 に  C 1 か ら M ２
分 岐 部 の ⾎ 管 ⾛ ⾏ の 診 断 率 に つ い て M A S ( M C A  A n a t o m i c a l  
s c a n n i n g ) - M R I と ⾎ 管 造 影 の 所 ⾒ を ⽐ 較 し 、 そ の 正 確 性 を ３
段 階 ( e x c e l l e n t 、 g o o d 、 p o o r ) に 分 け て 評 価 し た 。【 結 果 】 対 象
と な っ た 症 例 は 1 3 例 で あ っ た 。年 齢 は 5 4 歳 か ら 8 9 歳（ 平 均
7 6 歳 ( ± 1 0 . 3 ) ）、 男 性 7 例 、 ⼥ 性 6 例 で 、 I C A 閉 塞 が 3 例 、
M C A 閉 塞 が 1 0 例 で あ っ た 。 術 前 の M A S - M R I も 判 断 材 料 の
⼀ つ と し て 検 討 し 、 ⾎ 栓 回 収 を ⾏ わ な か っ た 症 例 が 1 例 、 ⾎
栓 回 収 を ⾏ っ た 症 例 が 1 2 例 で あ っ た 。 1 2 例 中 1 0 例 で 再 開 後
の ⾎ 管 造 影 検 査 と ⽐ 較 し 、e x c e l l e n t が ６ 例（ 6 0 % ）で あ っ た 。
年 齢 は 5 4 歳 か ら 8 9 歳 （ 平 均 7 5 . 7 歳 （ ± 1 1 . 5 ））、 男 性 ６ 例 、
⼥ 性 4 例 で 、I C A 閉 塞 が 3 例 、M C A 閉 塞 が ７ 例 で あ っ た 。【 結
論 】 M A S - M R I は 閉 塞 遠 位 部 の ⾎ 管 ⾛ ⾏ の 描 出 に 優 れ て お り 、
⾎ 栓 回 収 療 法 前 に 有 ⽤ な 検 査 で あ る と 考 え ら れ た 。  
 
諸 ⾔  
 
 近 年 、 主 幹 動 脈 の 急 性 閉 塞 に 対 す る ⾎ 栓 回 収 療 法 の 有 効 性
に 関 す る エ ビ デ ン ス が ⽰ さ れ 1 ) 、 そ の 実 施 件 数 は 急 速 に 増 加
し て い る 。 本 療 法 は 再 開 通 ま で の 時 間 が 治 療 成 績 を 左 右 す る
た め で き る だ け 早 い 再 開 通 が 必 要 と さ れ て い る 2 ) 。 し か し 治
療 開 始 時 に は 閉 塞 部 以 遠 は ⾎ 管 造 影 で 描 出 さ れ な い た め 、 治
療 に あ た っ て は マ イ ク ロ ガ イ ド ワ イ ヤ ー を 閉 塞 ⾎ 管 内 に 盲 ⽬



的 に 進 め る 必 要 が あ り 、 ⾎ 管 損 傷 や 穿 孔 を き た す リ ス ク は 避
け が た い と さ れ て い る 。  

B a s i - p a r a l l e l  A n a t o m i c a l  S c a n n i n g  ( 以 下 B P A S ) -  M R I 法 は
⻑ 畑  3 ) , 4 ) ら が 椎 ⾻ 脳 底 動 脈 の 外 観 像 を 描 出 す る た め に 考 案 し
た ⽅ 法 で 、 閉 塞 し た ⾎ 管 で も そ の ⾛ ⾏ を 描 出 す る が 可 能 で あ
る 5 ) 。 こ の 撮 像 法 を ⾎ 栓 回 収 療 法 前 に 応 ⽤ す る こ と で 、 術 前
に 閉 塞 部 ⾎ 管 の ⾛ ⾏ を 確 認 で き れ ば 合 併 症 の 軽 減 に つ な が る
可 能 性 が あ る 。 そ こ で 、 本 研 究 に お い て は 術 前 に B P A S -  M R I
法 と 同 様 の 撮 影 を ⾏ い 、閉 塞 し た 中 ⼤ 脳 動 脈（ m i d d l e  c e r e b r a l  
a r t e r y  : M C A ）の ⾛ ⾏ の 診 断 が 可 能 か ど う か を 評 価 す る こ と を
⽬ 的 と し た 。  
 
対 象 と ⽅ 法   
 
 2 0 1 8 年 5 ⽉ か ら 2 0 1 9 年 1 0 ⽉ に 当 院 で 来 院 時 に ⾎ 栓 回 収
を ⾏ う 適 応 が あ る と 判 断 し 検 査 を す す め た 内 頚 動 脈
（ i n t e r n a l  c a r o t i d  a r t e r y :  I C A ） ま た は M 1 ( h o r i z o n t a l  
s e g m e n t ) 6 ) 閉 塞 症 例 で 、 来 院 時 に B P A S - M R I 法 を 応 ⽤ し た
M C A の 撮 像 法 M C A  a n a t o m i c a l  s c a n n i n g （ 以 下 M A S ) - M R I
を 実 施 し た 1 3 症 例 を 対 象 と し た 。 検 討 の 結 果 、 ⾎ 栓 回 収 適
応 と 考 え ら れ 、 ⾎ 栓 回 収 療 法 を ⾏ い 、 実 際 に 再 開 通 し た 1 0
例 に お い て 来 院 後 の M A S ― M R I 画 像 の I C A  C 1 部
( s u p r a c l i n o i d  s e g m e n t ) 6 ） か ら M 1 部  ( i n s u l a r  s e g m e n t )  6 )  ま
で の ⾛ ⾏ と 、 ⾎ 栓 回 収 療 法 後 の ⾎ 管 造 影 で の 同 部 位 の ⾛ ⾏ と
を ⽐ 較 し 、 M A S - M R I の 正 確 性 を 評 価 し た 。  M R I の 撮 像 ⽅
法 は 、 T 2 強 調 画 像 3 D  B P A S - M R I を 応 ⽤ し 、 M C A  M 1 部 か
ら M ２ 部 ま で 撮 影 さ れ る よ う に 設 定 し 、 撮 像 断 ⾯ は
O r b i t o m e a t a l  b a s e  l i n e (  O M  L i n e ) に 垂 直 と し た 。 M R I 装 置
は P h i l i p s  社 製 ( 3 テ ス ラ 、 I n g e n i a  3 . 0 T ) を ⽤ い 、 r e p e t i t i o n  
t i m e  T R / e c h o  t i m e  T E は 1 5 1 4 / 2 5 3 、 撮 像 F i e l d  o f  
V i e w ( F O V )  は 2 0 0 m m × 2 0 0 m m 、 マ ト リ ク ス は 2 5 6 × 3 2 5 で
ス キ ャ ン 時 間 は 1 分 3 2 秒 と し た 。 ス ラ イ ス 厚 / ス ラ イ ス 間 隔
は 1 . 2 m m / 0 . 6 m m で 撮 影 枚 数 は 2 4 m m 撮 影 で 、 約 4 0 枚 で 、



W o r k s t a t i o n は Z i o s t a t i o n 2  ( ア ミ ン 株 式 会 社 、 東 京 、 ⽇ 本 )
を ⽤ い て 画 像 を 作 成 し た 。  

 M A S - M R I の 正 確 性 の 評 価 ⽅ 法 は M C A の M １ 部 か ら M 2 分
岐 部 の ⾎ 管 ⾛ ⾏ に つ い て 治 療 後 の ⾎ 管 造 影 と ⽐ 較 し て 後 ⽅ 視
的 に 3 段 階 ( e x c e l l e n t 、 g o o d 、 p o o r ) に 分 類 し て 評 価 し た 。 術
前 の M A S - M R I の 画 像 に お い て 、 術 後 の ⾎ 管 撮 影 の 画 像 と ⽐
較 し て M 1 か ら M 2 分 岐 部 ま で ⾎ 管 ⾛ ⾏ が 全 て ⼀ 致 す る も の
を e x c e l l e n t ( F i g . 1 ) 、閉 塞 ⾎ 管 遠 位 部 の 辺 縁 全 て は 視 認 で き ず
⼀ 部 不 明 瞭 で あ る が 、 ⾎ 管 ⾛ ⾏ が 診 断 で き た も の を
g o o d ( F i g . 2 ) 、 閉 塞 ⾎ 管 遠 位 部 の ⾛ ⾏ が 診 断 で き な か っ た も の
を p o o r と し た 。画 像 の 評 価 は 脳 神 経 ⾎ 管 内 治 療 専 ⾨ 医 2 名 が
そ れ ぞ れ 独 ⽴ に 画 像 診 断 を ⾏ い 、 カ ッ パ 係 数 を ⽤ い て 正 確 性
を 検 討 し た 。 ま た 、 画 像 評 価 に よ っ て E x c e l l e n t 群 と
G o o d / p o o r 群 に 分 類 し 、 年 齢 、 r e p e r f u s i o n  t i m e 、 T I C I  g r a d e
を ⽐ 較 し 、 有 意 差 が あ る か M a n n - W h i t n e y の U 検 定 、 χ ⼆ 乗
検 定 を ⽤ い て 検 討 し た 。  
本 研 究 の 実 施 に あ た っ て は 、 当 院 の 倫 理 審 査 を 受 け 、 承 認 さ
れ た （ 倫 理 審 査 承 認 番 号 2 0 2 0 - 0 3 、 2 0 2 0 年 ６ ⽉ １ ⽇ 承 認 ）。  
 
 
結 果  
 対 象 症 例 は 1 3 例 、 M A S - M R I 画 像 を 元 に ⾎ 栓 回 収 を ⾏ っ た
症 例 は そ の う ち 1 2 症 例 で あ っ た 。 対 象 患 者 の 年 齢 は 5 4 歳 か
ら 8 9 歳 （ 平 均 7 6 歳 （ ± 1 0 . 3 ） で 、 男 性 7 例 、 ⼥ 性 6 例 で あ
っ た 。 ⾎ 管 閉 塞 部 位 は 、 I C A が 3 例 、 M 1 が 1 0 例 で あ っ た 。
⾎ 栓 回 収 を ⾏ わ な か っ た 症 例 は M A S - M R I の 画 像 で 閉 塞 部 位
か ら 閉 塞 部 遠 位 端 に お い て 動 脈 瘤 の 存 在 が ⽰ 唆 さ れ た 1 例  
で あ っ た ( F i g . 3 ) 。 ⾎ 栓 回 収 を ⾏ っ た 1 2 症 例 中 2 例 は 再 開 通
が 得 ら れ な か っ た た め 、M A S - M R I 画 像 と の ⽐ 較 は で き な か っ
た 。 再 開 通 を 得 ら れ な か っ た 症 例 の う ち 、 ス テ ン ト を 抜 去 す
る 際 に 出 ⾎ を き た し た 症 例 が １ 例 で あ っ た 。  
再 開 通 を 得 た 症 例 は 1 0 例 で 、 再 開 通 度 は T I C I ( T h r o m b o l y s i s  
i n  c e r e b r a l  i n f a r c t i o n ) g r a d e  2 b 以 上 、 r e p e r f u s i o n  t i m e は 平



均 2 6 . 7 分 ( ± 1 3 分 ） で あ っ た 。  
再 開 通 後 に ⾎ 管 造 影 の ⾎ 管 ⾛ ⾏ と M A S - M R I 画 像 を ⽐ 較 で き

た 症 例 は 1 0 例 で 、 年 齢 は 5 4 歳 か ら 8 9 歳 （ 平 均 7 5 . 7 歳 ( ±
1 1 . 5 ) ）、 男 性 6 例 、 ⼥ 性 ４ 例 で あ っ た 。 ⾎ 管 閉 塞 部 位 は 、 I C A
が 3 例 、 M C A が 7  例 で あ っ た 。 I C A  終 末 部 閉 塞 の 症 例 を ⽰
す ( F i g .  4 ) 。  

M A S - M R I と 再 開 通 後 の ⾎ 管 造 影 を ⽐ 較 で き た 1 0 症 例 と 、判
定 者 １ と 判 定 者 2 の M A S - M R I 画 像 の 正 確 性 評 価 を 判 定 し た
も の を 表 に ⽰ す 。 両 者 と も e x c e l l e n t が 6 例 ( 6 0  % ) で あ っ た
（ t a b l e 1 ）。 両 者 の 判 定 を も と に 2 次 の 重 み 付 き カ ッ パ 係 数 を
計 算 す る と 0 . 8 1 と な り 、 ⼀ 致 度 が ⾼ い 結 果 と な っ た 。  

両 者 の 判 定 が ⼀ 致 し な か っ た も の が １ 症 例 あ り 、判 定 結 果 が
g o o d と p o o r に わ か れ た ( F i g . 5 ) 。  
年 齢 、r e p e r f u s i o n  t i m e 、T I C I  g r a d e  に 関 し て は E x c e l l e n t  群
と G o o d / P o o r 群 に 分 け て 評 価 し た 。 年 齢 に お い て は 有 意 差 を
認 め た が ( E x c e l l e n t  群 :  平 均 8 2 歳 ,  G o o d / P o o r 群  6 6 . 3 歳 、
p = 0 . 0 3 3 )  、 R e p e r f u s i o n  t i m e  ( E x c e l l e n t 群 :  2 9 . 8 分 ,  
G o o d / P o o r 群 :  2 2 分 、 p = 0 . 9 1 5 ) 、 T I C I  2 b - 3   ( E x c e l l e n t  群 :   
6 例 ,  G o o d / P o o r  群 :  4 例 、 p = 0 . 7 7 8 ) に は 有 意 差 を 認 め な か っ
た 。  
 
考 察  
 
 急 性 期 ⾎ 栓 回 収 療 法 に お い て は 、 閉 塞 部 以 遠 の 情 報 が な い
状 態 で 盲 ⽬ 的 に ガ イ ド ワ イ ヤ ー を 進 め る 必 要 が あ る た め 、 特
に 蛇 ⾏ ⾎ 管 や 動 脈 瘤 合 併 例 な ど に お い て 穿 通 等 に よ る 出 ⾎ 性
合 併 症 の リ ス ク が ⾼ い と 報 告 さ れ て い る 7 )  8 ) 。 動 脈 瘤 合 併 は
稀 で は な く 、 約 5 % に 合 併 し て い る と の 報 告 も あ る 9 ) 。 急 性 期
⾎ ⾏ 再 建 を ⾏ う 際 の ⾎ 管 穿 孔 の 合 併 症 率 は  1 . 1 % と 報 告 さ れ
て お り 、 ⾎ 管 穿 孔 に よ る 重 篤 な 脳 出 ⾎ に よ る 死 亡 例 の 報 告 も
あ る  1 0 ) 1 1 )  。 本 研 究 に お い て は 術 前 の M A S - M R I に よ り 、 全
例 に お い て 閉 塞 し た M C A の ⾛ ⾏ に 関 す る 何 ら か の 情 報 が 得
ら れ 、⾎ 管 穿 孔 の 回 避 に 有 効 で あ っ た 可 能 性 が あ る 。ま た 、撮



像 時 間 も 2 分 以 内 と 短 い た め 、 治 療 前 検 査 と し て 有 ⽤ で あ る
こ と が ⽰ 唆 さ れ た 。M A S - M R I を 術 前 に 実 施 す る こ と に よ っ て
⾎ 栓 回 収 療 法 に お け る 安 全 性 の 向 上 が 期 待 で き る 。  

本 研 究 で は M R I を ⽤ い た が 、 カ テ ー テ ル 治 療 室 で 術 直 前 に
⾼ 解 像 度 の c o n e  b e a m  C T  を ⽤ い た 側 副 ⾎ ⾏ 路 か ら の 造 影 を
⾏ う こ と で 遠 位 ⾎ 管 の ⾎ 管 情 報 が 把 握 で き る と す る 報 告 も あ
る  1 2 ) 。 術 前 に M R I を ⾏ わ ず C T の み で ⾎ 栓 回 収 療 法 に 向 か
う 場 合 に は こ の ⽅ 法 が 有 ⽤ と 考 え ら れ る 。 し か し 、 本 検 査 法
は 解 析 が や や 煩 雑 で あ り 、 造 影 剤 を 追 加 で 使 ⽤ し な け れ ば な
ら な い と い う ⽋ 点 が あ る 。 ⼀ ⽅ 、 M A S - M R I で は 造 影 剤 は 必 要
な く 、 追 加 の 検 査 時 間 が 2 分 以 内 と 極 め て 短 い の が 利 点 で あ
る 。 し た が っ て 術 前 に M R I を ⾏ う 場 合 に は 本 検 査 法 を 追 加 す
る こ と は 極 め て 有 ⽤ と 考 え ら れ る 。  

本 研 究 に お い て は 3 テ ス ラ M R I を 使 ⽤ し た 。 脳 底 動 脈 解 離
を 診 断 す る た め に 1 . 5 テ ス ラ M R I で B P A S - M R I を 使 ⽤ し た と
い う 報 告 は あ る が 1 3 ) 、 脳 底 動 脈 で は 脳 実 質 と ⾎ 管 の 間 に ス ペ
ー ス が ⼤ き い た め 、 3 テ ス ラ M R I と ⽐ 較 す る と 分 解 能 が 劣 る
1 . 5 テ ス ラ M R I で も 描 出 は 問 題 な い 。 だ が 今 回 検 討 を ⾏ っ て
い る M C A は 脳 実 質 と の ス ペ ー ス が 狭 い た め 、分 解 能 が ３ テ ス
ラ と ⽐ 較 し て 劣 る 1 . 5 テ ス ラ M R I だ と ⾎ 管 の 辺 縁 が 不 鮮 明 と
な り 、３ テ ス ラ M R I と ⽐ 較 す る と 画 質 は 下 が る と 考 え ら れ る 。
し か し 、 ⾼ 分 解 能 を 要 し な い 主 幹 動 脈 の ⾎ 管 ⾛ ⾏ 、 形 状 を 把
握 す る 分 に は 1 . 5 テ ス ラ M R I で も 評 価 は 充 分 可 能 で あ る と 考
え ら れ 、 ま た 、 1 . 5 テ ス ラ M R I で も 撮 像 時 間 を 増 加 す れ ば ３
テ ス ラ M R I に 近 い 画 像 が 得 ら れ る 1 4 ) 。 さ ら に 、 今 回 の M A S -
M R I 法 で は 1 分 3 2 秒 の ス キ ャ ン 時 間 を 要 し た が 、 定 常 状 態
コ ヒ ー レ ン ト 型 シ ー ケ ン ス  ( P h i l i p s  社 製 で は B a l a n c e d -
F F E ) を ⽤ い る と 、 ス キ ャ ン 時 間 は  3 3  秒 と さ ら に 短 く す る こ
と が 可 能 と な る 。 定 常 状 態 コ ヒ ー レ ン ト 型 シ ー ケ ン ス の
T R / T E は 通 常 3 - 4 / 1 . 5 〜 2 な の で 、 T R  / T E が 1 5 1 4 / 2 5 3 で あ
る M A S - M R I と ⽐ 較 し て 撮 像 時 間 が 短 い 1 5 ) 。 当 院 で ⾏ う 定 常
状 態 コ ヒ ー レ ン ト 型 シ ー ケ ン ス の 撮 像 条 件 は T R / T E は  
5 . 3 / 2 . 2 、 撮 像 F O V  は 2 0 0 m m × 2 0 0 m m 、 マ ト リ ク ス は  



2 5 2 × 2 5 2  で あ る 。ス ラ イ ス 厚 / ス ラ イ ス 間 隔 は 1 . 0 m m / 0 . 5 m m
で 撮 影 枚 数 は  3 2 m m  撮 影 で 約 6 0 枚 と さ れ て い る 。  
 今 回 の 研 究 内 に お い て 、 ⾎ 栓 回 収 療 法 は ⾏ わ な か っ た が 、
M A S - M R I で 閉 塞 し た M C A に 動 脈 瘤 が 合 併 し て い る こ と を 診
断 で き た 例 が あ っ た 。 M C A ( M 1 - 2 ) は 脳 動 脈 瘤 の 好 発 部 位 で あ
る も の の 、 通 常 の M R I / M R A や 3 D - C T A で は 閉 塞 し て い る ⾎
管 に 動 脈 瘤 が 合 併 し て い る か ど う か の 診 断 は 難 し い こ と が 多
い 。 動 脈 瘤 が 合 併 し て い た 場 合 、 ⾎ 栓 回 収 の ⼿ 技 中 に 動 脈 瘤
を 破 裂 さ せ る 危 険 性 が あ り 1 6 ) 、 実 際 に ⾎ 栓 回 収 の ⼿ 技 中 に 破
裂 さ せ た 報 告 も あ る 1 7 ) 。 ガ イ ド ワ イ ヤ ー の 動 き で 動 脈 瘤 の 有
無 を 予 測 で き る と い う 報 告 も あ る が 9 ) 、 盲 ⽬ 的 に 操 作 す る こ
と に は 変 わ り な い 。本 検 査 法 は ⾎ 栓 回 収 療 法 の 術 前 に M C A の
閉 塞 ⾎ 管 の ⾛ ⾏ 診 断 だ け で な く 動 脈 瘤 な ど の 合 併 も 診 断 で き
る 可 能 性 が あ る た め 有 ⽤ で あ る と 考 え ら れ る 。  
 ま た 、 I C A 終 末 部 閉 塞 に 関 し て も M A S - M R I を 施 ⾏ し た と こ
ろ 、 良 好 な 描 出 が 得 ら れ た 。 M C A 閉 塞 の 症 例 で も 全 例 I C A の
描 出 は 良 好 で あ っ た 。 I C A 終 末 部 は 脳 と 接 し て い な い こ と が
多 く 、M A S - M R I 画 像 に お い て 良 好 な 画 像 を 得 ら れ る も の と 考
え ら れ る 。  
閉 塞 、 も し く は ⾼ 度 狭 窄 し た M C A の 外 観 を M R I で 撮 像 し た
報 告 は こ れ ま で い く つ か あ る 。 K u r i b a r a 1 8 ) ら は 、 M R A 画 像 と
f u s i o n さ せ て 閉 塞 遠 位 部 の ⾎ 管 ⾛ ⾏ を 確 認 す る ⽅ 法 を 報 告 し
た 。 ま た 、 K a t o 1 9 ) ら シ ル ビ ウ ス 裂 内 に 平 ⾏ に シ ル ビ ウ ス 裂 内
の M C A の ⾛ ⾏ を 確 認 す る と い う ⽅ 法 を 報 告 し て い る 。本 ⽅ 法
は 、 多 種 類 の 撮 像 か ら 画 像 を 構 築 す る と い う 煩 雑 な ⽅ 法 は 必
要 せ ず 、I C A 分 岐 部 か ら M ２ ま で の M C A の ⾛ ⾏ が 把 握 し や す
い ⽅ 法 で あ る と 考 え ら れ る 。  
 ⼀ ⽅ 、 M A S - M R I 法 の 問 題 点 と し て は 、 ⾎ 管 が 脳 に 接 し て い
る と ⾎ 管 ⾛ ⾏ が 把 握 し づ ら い と こ ろ が 挙 げ ら れ る 。 ⾛ ⾏ を 把
握 す る 際 撮 像 し た 画 像 を 前 後 の ス ラ イ ス と ⽐ 較 し て 把 握 す る
た め 、 Z 軸 ⽅ 向 に 蛇 ⾏ し て い る M 1 や 、 Z 軸 ⽅ 向 に ⾛ ⾏ す る
M 2 以 遠 の ⾛ ⾏ の 把 握 が 難 し い 。本 ⽅ 法 を ⽤ い て ⽮ 状 断 で ⾎ 管
を 撮 影 す る と 、 脳 萎 縮 が 強 い 症 例 で は 、 ⾎ 管 ⾛ ⾏ の 把 握 が あ



る 程 度 末 梢 ま で 可 能 で あ る が 、 脳 萎 縮 の な い 症 例 で は 脳 と ⾎
管 が 接 し て い る た め  M A S - M R I 画 像 に お け る ⾎ 管 辺 縁 が 不 明
瞭 と な り や す い 。 今 回 の 解 析 に お い て 、 判 定 者 １ と 判 定 者 ２
の 評 価 が g o o d と p o o r に 別 れ た 症 例 が 1 例 認 め ら れ た 。 評 価
が 異 な っ た 原 因 と し て 、こ の 症 例 の 年 齢 が 5 4 歳 と 今 回 対 象 と
な っ た 症 例 の 中 で は 最 年 少 で あ っ た た め 年 齢 に 伴 う 脳 の 萎 縮
も 軽 度 で あ り 、 ⾎ 管 が 脳 に 接 し て い る 部 分 が 他 の 症 例 と ⽐ 較
し て 多 か っ た 。 脳 に 接 し て い る 箇 所 が 多 い と 、 M A S - M R I で は
接 し て い な い 側 の ⾎ 管 の 辺 縁 と 、 前 後 の 画 像 か ら 全 体 的 な ⾛
⾏ を 読 影 す る た め 、 判 定 者 に よ っ て 評 価 が 分 か れ た た め と 思
わ れ る 。 M A S - M R I 画 像 で e x c e l l e n t 群 と 評 価 さ れ た 群 の 平 均
年 齢 が 8 2 歳 （ ± 5 . 8 ） で 、 e x c e l l e n t 以 外 の 群 （ 平 均 年 齢 6 6 . 3
歳 ( ± 1 1 . 9 ) ）と ⽐ 較 し て 有 意 に ⾼ 齢 で あ っ た の は 、⾼ 齢 者 の ⽅
が 脳 の 萎 縮 が 強 い た め M A S - M R I に お い て よ り 明 瞭 な ⾎ 管 の
描 出 が 可 能 で あ っ た と 考 え ら れ る 。 よ り 末 梢 の ⾎ 管 描 出 の た
め 、 最 近 で は ３ D  M A S - M R I 撮 影 も 試 み て い る が 、 未 だ 画 像 が
荒 く 、 臨 床 応 ⽤ に は さ ら な る 画 像 の 鮮 明 化 が 必 要 で あ る 。  
 
 
結 語  
 
急 性 期 ⾎ 栓 回 収 療 法 前 に M A S - M R I を ⾏ う こ と で M C A の ⾛ ⾏
や 動 脈 瘤 合 併 の 診 断 に 有 ⽤ な 情 報 が 得 ら れ る こ と が ⽰ 唆 さ れ
た 。  
 
 
利 益 相 反 の 開 ⽰ ： 筆 頭 著 者 お よ び 共 著 者 全 員 に 利 益 相 反 は な
い 。  
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c o m p a r e d  w i t h  c e r e b r a l  a n g i o g r a p h y .  N I H S S :  N a t i o n a l  
I n s t i t u t e  o f  H e a l t h  S t r o k e  S c a l e  
T I C I :  T h r o m b o l y s i s  i n  c e r e b r a l  i n f a r c t i o n  
M A S - M R I :  M C A  A n a t o m i c a l  s c a n n i n g - M R I  
M 1 :  M i d d l e  c e r e b r a l  a r t e r y  h o r i z o n t a l  s e g m e n t   
I C A :  I n t e r n a l  c a r o t i d  a r t e r y  
C 1 :  S u p r a c l i n o i d  s e g m e n t  

C 3 :  C a v e r n o u s  s e g m e n t 6 )  

T r e v o :  T r e v o  X P  P r o V u e  (  S t r y k e r .  K a l a m a z o o ,  M I , U S A )  
S o l i t a i r e :  S o l i t a i r e  P l a t i n u m  ( M e d t r o n i c )  
A D A P T :  A  D i r e c t  A s p i r a t i o n  f i r s t  P a s s  t e c h n i q u e  
 
F i g u r e  1 .   8 2 - y e a r - o l d  f e m a l e  w i t h  s u d d e n  c o n s c i o u s n e s s  
d i s t u r b a n c e  a n d  l e f t  h e m i p a r e s i s .  
A :  M R A  p r e s e n t s  t h e  r i g h t  M i d d l e  c e r e b r a l  a r t e r y ( : M C A )  
o c c l u s i o n .    
B :  T h e  O c c l u d e d  M C A  f r o m  t h e  p r o x i m a l  t o  t h e  d i s t a l  s i d e  o f  
t h e  M C A  o c c l u d e d  p o i n t  c a n  b e  s e e n  b y  M A S - M R I .  A r r o w  
h e a d s  s h o w  t h e  f o r m  o f  M C A .  
C :  3 D  i m a g e  o f  M C A  A n a t o m i c a l  S c a n n i n g ( :  M A S ) - M R I  s h o w s  
t h e  o c c l u d e d  M C A  f r o m  t h e  p r o x i m a l  t o  t h e  d i s t a l  t h r e e -
d i m e n s i o n a l l y .  T h e  a r r o w  h e a d s  s h o w  t h e  o c c l u s i o n  p o i n t .  
D :  T h e  r i g h t  i n t e r n a l  c a r o t i d  a n g i o g r a m  p o s t  t h r o m b e c t o m y .  
A r r o w  h e a d s  s h o w  t h e  r e c a n a l i z a t i o n  p o i n t .  
 



F i g u r e  2 .  7 7 - y e a r - o l d - m a l e  w i t h  r e p e a t e d  l e f t  h e m i p a r e s i s  
a n d  d y s a r t h r i a .    
A :  M R A  p r e s e n t s  t h e  r i g h t  M C A  o c c l u s i o n .  T h e  o c c l u s i o n  
p o i n t  c a n  b e  p o i n t e d  o u t  w i t h  a r r o w  h e a d s  o n  M R A . B :  I t  i s  
p o s s i b l e  t o  s e e  t h e  t o t a l  f o r m  o f  o c c l u d e d  M 1 ( h o r i z o n t a l  
s e g m e n t )  b y  M A S - M R I .  T h e  o c c l u d e d  M C A  c a n  b e  s e e n  b y  
M A S - M R I .  A r r o w  h e a d s  s h o w  t h e  f o r m  o f  M 1  f r o m  t h e  
p r o x i m a l  s i d e  t i l l  t h e  d i s t a l  s i d e  o f  t h e  o c c l u d e d  p o i n t .  M 1  
w a s  s t e e p l y  d e s c e n d i n g .  T h e  p a r t  o f  b l o o d  v e s s e l  w a l l  w a s  i n  
c o n t a c t  w i t h  t h e  b r a i n ,  t h e r e f o r e  t h e  f o r m  o f  M 1  w a s  t o t a l l y  
i n v i s i b l e .  
C .  T h e  r i g h t  i n t e r n a l  c a r o t i d  a n g i o g r a m  s h o w s  M 1  o c c l u s i o n .  
D .  T h e  r i g h t  i n t e r n a l  c a r o t i d  a n g i o g r a m  s h o w s  r e c a n a l i z a t i o n  
o f  t h e  o c c l u d e d  v e s s e l .  
E . M R A  p o s t  t h r o m b e c t o m y .  A r r o w  h e a d s  s h o w  t h e  
r e c a n a l i z a t i o n  p o i n t .  
 
F i g u r e  3 .  8 4 - y e a r - o l d  f e m a l e  w i t h  c o n s c i o u s n e s s  d i s t u r b a n c e .  
A :  M R A  s h o w s  o c c l u s i o n s  o n  b o t h  s i d e s  o f  t h e  M C A  w i t h  
a r r o w  h e a d s .  
B :  B i f u r c a t i o n  a n e u r y s m s  o n  b o t h  s i d e s  o f  t h e  M C A  c a n  b e  
s e e n  o n  M A S - M R I .  A r r o w  h e a d s  s h o w  a n e u r y s m s .  
 
 
F i g . 4 .  8 9 -  y e a r - o l d - m a l e  w i t h  c o n s c i o u s n e s s  d i s t u r b a n c e  a n d  
r i g h t  h e m i p a r e s i s .  
A :  M R A  o n  a r r i v a l  s h o w s  l e f t  I C A  o c c l u s i o n .  I C A  c a n  b e  
f o l l o w e d  t i l l  I C A  C 1 .  
B :  W e  c o u l d  s e e  t h e  f o r m  o f  I C A  b i f u r c a t i o n  b y  M A S - M R I .  
C :  T h e  l e f t  I n t e r n a l  C a r o t i d  A r t e r y  ( I C A )  a n g i o g r a m  s h o w s  
I C A  o c c l u s i o n .  
D :  T h e  l e f t  I C A  a n g i o g r a m  s h o w s  r e c a n a l i z a t i o n  o f  t h e  
o c c l u d e d  v e s s e l .  



E :  M R A  p o s t  t h r o m b e c t o m y .   
 
F i g . 5  5 4 - y e a r - o l d - m a l e  w i t h  c o n s c i o u s n e s s  d i s t u r b a n c e ,  l e f t  
c o n j u g a t e  d e v i a t i o n  a n d  r i g h t  h e m i p a r e s i s .  
A :  M R A  o n  a r r i v a l  s h o w s  r i g h t  M 1  o c c l u s i o n .  
B :  M A S - M R I  s h o w s  t h e  p a r t  o f  f o r m  o f  M 1 ,  t h o u g h  i t  m i g h t  
b e  d i f f i c u l t  t o  f i g u r e  o u t  t h e  o v e r a l l  b e c a u s e  a  p a r t  o f  M 1  i s  
i n  c o n t a c t  w i t h  b r a i n .  
C :  T h e  l e f t  i n t e r n a l  c a r o t i d  a n g i o g r a m  s h o w s  M 1  o c c l u s i o n .  
D :  T h e  l e f t  i n t e r n a l  c a r o t i d  a n g i o g r a m  s h o w s  r e c a n a l i z a t i o n  
o f  t h e  o c c l u d e d  v e s s e l .  
E :  M R A  p o s t  t h r o m b e c t o m y .  
 
 
 
 



No. Sex Age 
NIHSS

on arrival
Occlusion

site
Classificatio

n
Device

Reperfusion
time(min)

TICI grade 

Comparison
with MAS-

MRI
evaluator1

Comparison
with MAS-

MRI
evaluator2

3D       MAS-
MRI

mRS

1 M 73 23
Rt.M1

proximal
cardioemboli

c
Trevo 15 2b excellent excellent ⼀ 4

2 F 78 21 Rt.ICA  C1
cardioemboli

c
Solitaire,

Trevo
52 2b excellent excellent ⼀ 5

3 F 76 16
Lt.M1

proximal
atherothrom

botic
Trevo

Solitaire
18 3 good good ⼀ 6

4 M 77 5 Rt.M1 distal
atherothrom

botic
Solitaire 25 3 good good ⼀ 0

5 F 86 10 Rt.ICA C3
cardioemboli

c
ADAPT

technique
13 3 excellent excellent ⼀ 3

6 M 54 20
Lt.M1

proximal
cardioemboli

c
Solitaire 19 3 good poor ⼀ 3

7 M 58 8 Rt.M1
atherothrom

botic
Solitaire 26 2b good good ⼀ 0

8 M 89 22 Lt.ICA C1
cardioemboli

c
Solitaire 24 3 excellent excellent ⼀ 1

9 M 84 22 Lt.M1 distal
cardioemboli

c
Trevo 50 3 excellent excellent ⼗ 3

10 F 82 22
Rt.M1

proximal
cardioemboli

c
Trevo 25 3 excellent excellent ⼗ 4
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